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はじめに












Pell sequence isde伝ned by thesecond order linear recurrence relation Pn+i = 2Pn+Pn-i with Po - I, Pi - 1
and its terms are called Pell numbers. It is well known that any positve integer N can be represented by the sum
n
ofPell numbers as follows‥N - ∑αi月where 0 ≦ αi ≦ 2.Such representation is called Pellian representation
i=1
of〃.











































































定義2ARn(N)を、 nu+zpk+£2Pk¥- ∑Rn(m)ごmを満たす自然数とするoただし、 Ln-Pn+1+Pn-1












































































pn ≦ AT < Pn+1の場合を二つに分けて証明するo nに関する帰納法によって示すo





















例えば、 i?.(3) - 1,R{i)-2,R(h)-2,i?(6)-2,fl(7)-2,i?(8)- 1である。ただし、この場合は1の間に挟ま
る数がすべて2になっているので対称性は見えにくい。しかし、次の例では対称性がはっきりと見える。
R(8) - l,/?(9) - 2,i?.(10) - 2,/?(ll) - 2,/?(12) - 3,i?(13) =2
刀(14)=4
自然数Nのベル表現の個数について　　　　　　　　　　　　　　　　　　(17)
R(lb) - 2,i?.(16) - 3,i?(17) -2,i?.(18) - 2,71(19) -2,7?(20) - 1
つまり、 R{8)-1からはじまって、順次2,2,2,2,3,2と進行LN=14のときに4となって、 「折り返して」、先






































となり、 Pn+1を1個だけ使う表現は存在しない。ゆえに、 Pn+2の表現は、 Pn+2 -Pn+2とPn+2-2Pn+l+Pn
n                                         n
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